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＜連絡事項＞
・インフルエンザ対策について
　　プログラムの前後等の移動時、また、外出泊者の帰院時にも手洗い・うがい、消毒を行うよう引き続き声掛けを行っていきましょう。また、食事の時間等を活用し棟内換気も行っていきましょう。
　　万が一、疑わしい兆候があればすみやかに301号室への部屋移動、調整を行って下さい。

＜患者様連絡事項＞
・日向端　庸男様～本日10：15青山荘入所のため退院となりました。

・伊藤　義彦様～本日起床時から嗄声があり、主治医へ報告し本日昼からPL配合顆粒　　　3×毎食後が3日分処方となっています。

・飯田　修子様～排便があるからと毎日就床前薬のセンナリド2Tを除剤しています。主治医へ報告し、次回定期薬からセンナリド2Tを中止しています。

・成田　富士子様～購入希望品について、病棟内で検討後、スタッフ付き添いにて購入する事となります。また、同日に通帳記帳と入院費支払いなども合わせて行う予定としており、西舘ＳＷに入院費の総額を確認してもらう事になっています。外出の日時が決まり次第西舘ＳＷへ連絡を入れることにしています。


＜注目患者様＞
・内田　都影様～朝に、妄想に左右された発言多く聞かれていましたが、徐々に落ち着かれ他者とのトラブルもありません。

・上野　千奈津様～「作業には午後行くから、身辺整理したいです。」と希望あり、午前と午後のプログラムを交換し、参加する事できています。声掛け時には、笑顔見られ表情も穏やかです。参加出来たことは評価し、本人の負担にならないよう様子を見てきましょう。

・成田　富士子様～本日は、朝食後薬服薬時に不安時・不穏時の頓服希望あり服用しています。「ありがとうございます」とお礼を言われ穏やかです。他、本人からの訴えは聞かれていません。不調訴えた後、声や表情明るく他患者と交流する様子見られ、演技的な部分見受けられていますので、言動に左右され過ぎないよう対応していきましょう。

・飯田　修子様～本日、朝レストランにて自分勝手な要求を大声でしたり、トイレの電気を消された(靴を履き替えずに個室へ入られている)ことについて声を荒げており、スタッフの説明もなかなか受け入れる事出来ずにいます。また、他者とのやりとりについて「やってもいいか」と確認することあり再指導行っています。引き続き、精神症状の変化、他者とのトラブルややりとりに注意して観察・介入していきましょう。

・中川原　義雄様～気分高揚さ、落ち着きの無さが徐々に見られてきています。夜間の中途覚醒も見られ、まとまった睡眠とれていない様子です。精神症状の変化に注意し、併せて睡眠状況についても観察していきましょう。

＜皮膚科診察＞
・上野　千奈津様～背部に慢性皮膚炎と痤瘡にてゲンタマイシン軟膏塗布の指示となる。
　　　　　　　　　ゲンタマイシン軟膏2本処方となります。

・佐々木　淳様～右手第2趾の表皮剥離は治癒となります。
　　　　　　　　

・戸賀沢　潔様～両膝窩・顔面に急性湿疹ありデルモゾールDP軟膏塗布の指示となる。
　　　　　　　　ヘパリン類似物質油性クリーム1本、アズノール軟膏1本、デルモゾールDP軟膏1本処方となります。

・三上　勇様～デルモゾールDP軟膏2本、ケルガー液1本、タベジール7日分が処方となります。

・大久保　光男様～デルモゾールDP軟膏1本処方となります。

・松谷　和也様～タベジール7日分処方となります。

・山口　富造様～デルモゾールDP軟膏1本、タベジール7日分が処方となります。

・原　吉郎様～テルビナフィンクリーム1本、ゲンタマイシン軟膏1本処方となります。

・千葉　光広様～デルモゾールDPローション1本、ナジフロクリーム1本処方となります。

・井上　和美様～エキザルベ軟膏1本処方となります。

・飯田　修子様～テルビナフィンクリーム1本、ウリモックスクリーム1本処方となります。

＜安ヶ平Ｄｒ診察＞
・中川原　義雄様～気分高揚さ、手指振戦見られていますが、処方内容変更はなく経過観察するよう指示あります。

・滝田　英人様～診察中ぼんやりとしており、任意入院継続同意書に署名、捺印行えなかったため、後日行います。(2/28までにとの事です)

・嶋守　京子様～服薬自己管理や認知力も良くなってきているため、退院を進めるよう指示あります。

・三上　勇様～20日にスタッフの制止を振り切り役所に行こうとし、そのことについて「自分で考えて行こうと考えた。」と話されています。「2時から3時には目が覚めてしまう。」と訴えあり、2/28(水)の定期薬から眠剤ブロチゾラムをフルニトラゼパム(1)へ変更となります。

＜馬渡Ｄｒ診察＞
・原　吉郎様～幻聴体験はまだ持続している様子です。2週間入浴しておらず、指導受けています。主治医から治療継続の必要性について説明を受け、任意入院継続同意書に署名、拇印行っています。

≪退院支援委員会≫
＜安ヶ平Dr患者様＞
・三上　勇様～身寄りが無く現在八戸市長が保護者となっています。その為施設への入所は難しく、自宅は何年も誰も住んでおらず住める状態ではないです。生活能力の維持できるよう関わりをもっていきます。

・上村　みわ様～御家族は施設入所を希望しており、要介護1で入所できる施設をさがしてもらうようＳＷへ依頼中です。H30.3.31で介護保険期限切れのため2/16に再調査行っています。

・滝田　英人様～昨年9/22（金）家族（姉様）面会があった以降の面会はありません。「次に来るのは来年かな。」と姉様話しています。姉様は遠方な為、年に１回の面会に来られる程度となっています。財産管理及び入院費等の支払いへ成年後見人の弁護士が行っています。施設の検討を継続していきます。

・嶋守　京子様～気持ちの浮き沈みはなくなってきています。昨年12/15、介護認定調査を実施していますので、認定結果が来ているか娘様へ確認をし今後について話し合う機会を設定していきます。入所可能な施設への入所を目指して行きます。

・中川原　義雄様～本人の要望は、自宅（娘の所）であるが、長女は、本人が自宅（長女夫婦と同居）へ来る事により、家庭（長女夫婦）が崩壊すると考えていると話しています。セルフケアの能力維持できるように支援していき、また施設入所・自宅退院の両方を検討していきます。

＜馬渡Dr患者様＞
・蝦夷森　重男様～担当スタッフから兄様へ連絡し、主治医、ＳＷを含めた面談を3/1(木)に予定しています。今後の方向性を家族で話し合っておいて欲しいこと伝えています。本人は積極的ではない為説得に時間を要すケース。現在介護保険期限切れとなっています。弟様には連絡済みで(家族の積極的な協力は得られないケース）ソーシャルワーカへ相談し、返事待ち状態です。精神施設は空きがない状態の為、介護保険再申請し、その後介護保険適応の施設入所を目指していきます。また、退院についての不安と拒否的発言聞かれていますので、動機付けも行っていきます。

・原　吉郎様～昨年10/26治験終了。11/20青山荘での外出訓練は問題なく行えたが、疲労
感や心気的な訴えが聞かれ、拒否しその後予定していた外泊訓練はキャセルしています。引き続き、青山荘入所に関しては拒否的です。病状が落ち着き、気持ちに変化があるまで入所については延期しています。

・戸賀沢　潔様～嗜好品や水分の自己管理能力が低い他、他者へたかる等の行動あり、ルールを守れません。自己管理能力を評価し詳細を把握、適宜指導、介入していきます。スタッフ側では以前から自宅退院を進めていたが、五戸の実家では対応困難との事。昨年11/12家族はGH等を希望されています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[bookmark: _GoBack]・佐々木　淳様～突進歩行や手や膝を床につく等歩行状態は不安定です。不機嫌さが見られる事は少なくなっています。母様と話し合いながら自宅退院を検討します。

・曽我　正子様～2/21に東幸園の相談支援専門員晴山久寿様、曽我様の妹様、ご本人、佐藤Ｎｓと東幸園入所前の訓練施設の場（青山荘）を見学して来ています。青山荘への送迎は青明舎のスタッフが車で行います。東光園が青山荘よりも自立度が高いため青山荘体験利用による見極めが必要との事。今後の方向性は、3月より青山荘体験利用、4月より青山荘入所、夏頃の東幸園へ入所を予定しています。東光園が合わないようであれば、晴山様が合う施設を再検討する流れとなっています。

・山口　富造様～退院先として以前住んでいた下宿先を予定していましたが、部屋も片付けは済み受け入れ困難との事。ＳＷの方から。以前ケアマネとして関わっていた『アクティブ24』（現在も本人を担当しているかは不明）へ連絡を取り、下宿以外の退院先を検討していく予定です。


・山下　拓也様～父様は入院中、母様は施設入所中、姉様は本人との交流殆どなく精神科に通院しており自宅退院は困難。2/2(金)に西病棟から転入時には「ここ(病院)にいたい」と退院について拒否的な発言がありました。退院に関する動機付けやIADL向上のための関わりが必要。
